
 
 

  

  
Important Dates  
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Ocha Summer Program 

for Global Leaders 

 in February 

 
 
 

 

問い合わせ先 

サマープログラム事務局 

学生センター棟 305 室 

国際交流留学生プラザ 102 室 

TEL:03-5978-2735 

Email:ocha-summer@cc.ocha.ac.jp 

↓HP↓ 

 

 

ocha summer 検索 

 
Voice 
2019 年度サマープログラム参加学生の感想 

「日本にいながら、留学みたいだなって思いました。 

完全に英語だけの授業で、日本の学生と海外の学生が混ざって議論

する場が多かったです。」 

「前期授業で ACT プログラムを取っていたので、サマープログラム

に参加するというのを意識して、授業を聞いていました。」 

 

-参加してみませんか？- 

SPSC(Summer Program Student Committee) 

サマープログラム運営委員会 

海外留学生のサポートや、サマープログラムのイベントの企

画・運営はお茶大生が行っています。サマープログラム履修生

でなくても参加できます。海外留学生と友達になるチャンス！ 

詳しくは、サマープログラム HP をご覧下さい。 

 

2020 年度 お茶の水女子大学 

サマープログラム 

February 6 – February 20, 2021* 

 
*お茶の水女子大学サマープログラムは、2020 年 6 月の開催を予定していまし

たが、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のため、2021 年 2 月に延期

しオンラインで開催することとなりました。 

 

サマープログラムの説明会を Moodle で公開中 
Home>Ocha Summer Office 今すぐチェック！

https://moodle.cc.ocha.ac.jp/course/view.php?id=26578  

 

※英語スコアー成績表は、 

TOEFL ITP, TOIEC, 英検, IELTS などが対象です。 

mailto:ocha-summer@cc.ocha.ac.jp
http://www.cf.ocha.ac.jp/summerprogram/index.html


 
 
 
お茶大で英語による専門の授業を受けてみよう！ 

◆今年度は、オンラインで開催！◆ 

 

海外協定校学生との共同プロジェクトワークを実施するクラスです。グループ毎に、プ

ロジェクトテーマを設定し、グルーブ内で議論・研究作業を進めます。最終日に研究成

果を発表します。本クラスでは、多文化間での意見交換や交流を通じて、プロジェクト

の企画からプレゼン資料作成までを経験することで、グローバル化する世界でキャリア

を積むために必要なスキルを身につけます。今年は SDG’S のゴールについて考えながら、

プロジェクトワークを進めていきます。みなさんの参加をお待ちしています。 

 

Trans-Border Issues in Japan 
 

Lecturer Topics 

Mayumi MIZUMURA Dance as Human Movement 

Satomi ITO Invitation to Linguistics: Seeking a Framework to Analyze 
any Language in the World 

Maki TSUCHIYA The Inside and the Outside of the Japanese Fine Arts 

Rie OKAMURA Japanese Working Women in Leadership Positions from the 
Viewpoints of Integrating Work, Family and Education 

Yusuke SAKURAI Trans-Border Issues in Education: Student Mobility 
/Short-Term Intensive International Programs 

Shu IMAIZUMI Cultural and Linguistic Influences on Cognition 

Shoka UTSUMI The history and new trends of child education and care in 
Japan 

 Exploring Natural Sciences and Technology in Japan 
 

Lecturer Topics 

Toshihiro KONDO Nanoworld: Behaviors and functionalities of atoms and 
molecules 

Takanori KONO Experimental techniques to atomic and subatomic structures 

Masahiro MORIKAWA Quantum Origin of the Universe 
- atoms, planets, black holes, stars, and galaxies… - 

Takayuki ITO Computer Graphics: From Data To Visual Messages  

Masayuki HATTA A quest for the Principle of Animal Body Plan 

Kei YURA Protein Structure: From its folding through static and dynamic 
structures 

Midori KASAI Dashi and umami in Japanese food 
 

 

サマープログラムの履修には、Plone からの申込が必要です。申込フォーム（Plone）：https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/ocha2/Plone/smmerpro/spapplication   

お茶大の科目履修システムで登録した方は、履修修正期間（10 月 8 日～14 日）に履修取り消しをして下さい。各自でお茶大の科目履修システムに登録しても無効となります。 

2020 年度サマープログラム履修科目 
以下の 3 コースから選べます。コース３は日本語コースに参加する留学生のバディが必須です。 

Exploring Natural Sciences and 
Technology in Japan 

【Summer Program in EnglishⅠ】 
 

Trans-Border Issues in Japan  
【Summer Program in EnglishⅡ】 

学部生   【 】内履修科目名 

 

Project Work 
【Summer Program in English Ⅳ】 

 

Project Work 
【Summer Program in English Ⅳ】 

Project Work 
【Summer Program in English Ⅳ】 

コース１ 

コース２ 

コース３ 
Japanese Language Course 

参加学生のバディ 

大学院生  【 】内履修科目名 

 
Trans-Border Issues in Japan  

【Special Lectures in Humanities 
and Sciences Ⅱ】 

Project Work 
【Global Research Projects in 
Humanities and Sciences Ⅲ】 

コース１ 

Exploring Natural Sciences and 
Technology in Japan 

【Special Lectures in Humanities 
and Sciences Ⅰ】 

 

Project Work 
【Global Research Projects in 
Humanities and Sciences Ⅲ】 

コース２ 

Project Work 
【Global Research Projects in 
Humanities and Sciences Ⅲ】 

 

コース３ Japanese Language Course 
参加学生のバディ 

今年度のサマープログラムは、２つの専門コースの講義とプロジェ

クトワークが履修できる集中プログラムです。２つの専門コースで

は、英語を教える授業と違い、各コースの専門教員がテーマに沿った

授業をオムニバス形式で行います。 

プロジェクトワークは「グローバルリーダー」をテーマに、本学の 

海外協定校参加者とグループに分かれ共同作業をしながらプロジェク

トワークを行っていきます。 
 

 
Plone 申請 

Project Work 
 

https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/ocha2/Plone/smmerpro/spapplication

